























































1994 年までを前期導入期，政府主導による導入の 1995 年から 1997 年までを後期導入期とする。




て論述する。次に，グループマップを用いて CVS 業界を分析してみて，今の CVS 業界はチェー
ン組織の統制水準の高低及び同質の競争に注目しているという仮説を導き出す。続いて，全国の
CVS チェーンそれぞれの展開パターンを事例として提示し，最後に中国大陸におけるフランチャ
42
イズモデルの発展を検討する。続いて，全国の CVS チェーンの展開パターンを事例として挙げ
てから，中国におけるフランチャイズモデルについて検討を行って，中国の CVS 業界は同質競
争が広げていること，かつ全体としてチェーン組織水準の高めることを明らかとなって，仮説を
検証した。
　最後の結論は，二つ結論を述べる。一つ目は，中国大陸における CVS の発展プロセス及び分
布の特徴を検討することである。具体的に，中国大陸における CVS 業態は，前期導入期，後
期導入期，成長期のプロセスを歩んで，また地域分布について，中国大陸の西部よりも東部で
CVS の普及が進み，華東と華南地域ではほとんどの都市で普及しており，華北・華中地域でも
普及が進んでいる。さらに，西部地区の都市遠隔地区では CVS が展開していないということを
判明した。二つ目は，まず，中国の CVS 業界をグループマップを用いて分析し，そして，全国
の CVS チェーンの展開パターンを事例として挙げてから，中国におけるフランチャイズモデル
について検討を行う。結果として，中国大陸における CVS 業態は同質競争が広げ，全体として
チェーン組織統制水準の高めることが期待できることを明らかにする。
